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　フランツ・リスト（1811-86）が作成した数々の編曲のなかでも、リヒャルト・ヴァーグナー（1813-83）のほぼすべてのオペラ作品を網










　Among many which Franz Liszt (1811-86) transcribed for piano, operatic excerpts that cover almost every works of 
Richard Wagner (1813-83) occupy a special position. From Tannhäuser-Ouvertüre transcribed in 1849 to Feierlicher Marsch 
zum heiligen Gral aus Parsifal set in his later years of 1882, Liszt’s lifelong involvement with transcribing Wagner’s works 
amounts to 15 pieces (+ 1 radically rev. version), which are more than any other composers’ theater works that Liszt handled. 
There are such pieces as Tannhäuser-Ouvertüre and Isoldens Liebestod with incredibly elaborate techniques, or Einzug der 
Gäste auf Wartburg (first version) which follows the original quite well, so that the publisher of Wagner’s Tannhäuser score 
almost sued Liszt’s piano reduction for an infringement of copyright. On the other hand, there are such transcriptions as 
Phantasiestück über Motive aus Rienzi, a dramatic and excitingly creative fantasy on borrowed themes from the original, 
and peculiar, even bizarre Parsifal with chopped and distorted motives from Wagner’s music.
　The techniques and styles of transcribing vary from piece to piece. This article deals with Liszt’s transcribing of Wagner’s 
opera which were taken up almost continuously over a period of several decades, and pays special attention to the 
terms, “ Transcription,” “Arrangement,”and  “Piano Score,” all of which originate from Liszt himself. By examining each 
concept of them and suggesting three types of transcribing based on these terms, it would be evident that Liszt has used 
a certain type for a particular period of time.
はじめに
　編曲興隆期の 19 世紀を生き抜いたリストは、「アレ
ン ジ メ ン ト Arrangement」、「 ト ラ ン ス ク リ プ シ ョ ン 
Transkription」、「ピアノ・スコア Partition de Piano」、「ファ
















ニゼッティ 6 曲、ベッリーニ 5 曲、ヴェルディ 7 曲、ヴァー









別な位置づけにある。30 代だった 1849 年から 70 歳を超






































を経た 2002 年、『リスト新全集』の編曲シリーズ第 10 巻
において初めて印刷された 4)。


























































































記の言及以外に、「ピアノ・スコア」がある。1861 年 7 月
17 日付の手紙で「アレンジメント」と呼んだ《タンホイザー








































Liszt’s Art of Transcribing Wagner’s Operatic Works
付の手紙のなかでは、「わたしの《タンホイザー序曲》の『ピ










で（1837 年 9 月、 Liszt 2000: 120）、リストが編曲史上、空
前規模のプロジェクトとして取り組んだ《ベートーヴェン


















































ている。リストはヴァーグナー宛の手紙で、「[ この曲 ] の
技術的な困難を乗り越えられる演奏者はごくわずかだと思






















の初期に集中している。そのうち 6 曲は 1849-54 年の 5 年
間に完成したもので、すべてリストが宮廷楽長を務めてい
たヴァイマルの地でのヴァーグナーのオペラ上演と関連し
ている。すなわち 1849 年 2 月 24 日の≪タンホイザー≫ヴァ
イマル初演と 1850 年 8 月 28 日の≪ローエングリン≫初演
に関連した作品普及活動の一環として、これらの編曲が役
割を果たしたのである 13)。










が G dur だが、リストは「Recitativ」と記入した部分を H 
dur に、そして「Romanze」としたアリアを As dur に移調
































































けではないが、それでも第 1 連、2 連、3 連と歌が進むに
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原曲では B dur を 2 度繰り返すだけだが、リストは B dur
から Des dur、E dur、そして半音階を経て B dur に戻ると
いう大胆な転調を展開させ、原曲を完全に自由に扱ってい
る（B → Des → E → B の転調は短 3 度→増 2 度→減 5 度の















通りの D dur だが、リストは装飾的な第 2 連を 6 度上の H 
















年の初稿（【譜例 1】）と 1876 年の新改訂稿（【譜例 2】）を
提示する 16)。
【譜例 2】　《ヴァルトブルク城への客人の入場》（1876 年　新改訂稿）第 22-46 小節
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第 25 小節で D 音を耳にするとき、曲は同主調 h moll に
転調したのかとさえ思う。しかしそれは歪曲された D dur
の主題で、奇妙な増 2 度音程（第 31 小節）を経て一時的
に A dur となり、さらに C dur を経てようやく第 41 小節
で原調の H dur に軌道修正される。リストはその後もし
ばしば原曲から脇道にそれ、全体の小節数も 1852 年初
稿の 328 小節から 55 小節分も拡大されることになった。
楽譜出版史上極めて特異な事情が背景にあったとは言え、
異様な仕上がりである。














































1) 曲数は MGG「Liszt, Franz」の項目の作品表に記され
た作品番号表（E/M）を参考に算出した（この数に改
訂稿は含まれていない）。原則的に 1 つの出版に 1 つ
の作品番号が付与されている（例えばシューベルトの
リート編曲《12 の歌曲》の作品数は 12 ではなく、1
曲）。しかし《ベートーヴェンの交響曲 第 1-9 番》お






アノ 2 手用 41 曲、4 手用 45 曲、2 台ピアノ用 23 曲、
オルガンなどその他の鍵盤楽器用 37 曲、そしてオー
ケストラや室内楽用の編曲が 19 曲で計 165 曲ある。
またリスト以外の作曲家の曲に基づくものは、ピアノ
2 手用 146 曲、4 手用 12 曲、2 台ピアノ用 7 曲、オル
ガンなどその他の鍵盤楽器用 13 曲、そしてオーケス












による解説を参照した（Imre Sulyok , “Vorwort,” in 
Neue Ausgabe sämtlicher Werke. Serie 2. Freie 
Bearbeitungen und Transkriptionen für Klavier zu 
zwei Händen, vol.10, p.XV, n.23）。
5) 原 文 は 以 下 の 通 り。“Seit längerer Zeit liegen in 
meinem Schreibpulte zwei Transkriptionen (zu 
Konzertgebrauch) von Wagners Motiven, A) 
Spinnerlied (aus dem Fliegenden Holländer), B) 
’Santo spirit Cavaliere’ (Gebet und Schlachtruf 
aus Rienzi) und auch ein fast unspielbares 
Arrangement der Tannhäuser-Ouvertüre; für H. 








7) 原文は以下の通り。“ Das Spinnerlied und die Rienzi-
Phantasie s ind freigehaltene, selbständige 
Bearbeitungen und Durchführungen der Motive 
(nicht „Arrangement“ ) – ungefähr in der Art wie 






の通り。第 5-7 番は 1837 年の 6-7 月に取り組まれ、
1840 年に 5-6 番がパリおよびライプツィヒで、また
1843 年に 7 番がパリおよびヴィーンで出版された。




にライプツィヒの B&H より全 9 曲が出版された。
10)《ベルリオーズの幻想交響曲》の取り組みと出版は以
下の通り。≪幻想交響曲≫の原曲は作曲完成と同年の

















11) Briefe und Schriften, ed. Marie von Bülow (Leipzig, 
1899), 179. Kregor 2010: 171 より。
12) 三段譜の先例は、1841 年に「ピアノ・スコア」の名称
の下に出版された《ベートーヴェンの交響曲》第 3 番、




13) 編曲の作成以外にも、リストは 2 つのオペラ普及のた
めに様々な活動を行った。例えば 1849 年 5 月 18 日
には、≪タンホイザー≫のストーリーを紹介する記
事をパリの雑誌『ジュルナル・デ・デバ』（JdD）に
掲載した（またそのわずか 2 日後には、La Musique. 
















第 2 主題が主調に対してリストが好む長 3 度調を用い
ている点を指摘している（Hamilton 2009: 40）。
16) 前述の通り、1852 年の初稿と 1876 年の新改訂稿の間
には、1874 年の改訂稿が存在する。しかし 52 年と 74
年稿の違いは極めて微細で、本論では両稿を同一の取
り組みと見なしているため、ここでは 74 年稿の譜例
掲載を省略する。本論で【譜例 1】として示す 52 年
稿 22-52 小節と 74 年稿同小節との相違点は、第 25 小
節のフレージングのみである（52 年稿では両手共にス
ラーが 1 拍目から付けられているのに対し、74 年稿で
は 3 拍目からに変更されている）。
17) こ の 点 に つ い て は レ ー デ ペ ニ ン グ（Redepenning 
1986: 315）をはじめとする多くの研究者が同様に指摘
している。
18) その後 1860 年代半ば以降、今度は娘コージマの問題
を巡ってヴァーグナーとの関係は完全に悪化したが、
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